
東京都障害者スポーツ大会について 

 

１ 概要 

  東京都障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）は、「身体」「知的」「精神」の３

つの部門で競技を行う、都内最大規模の障害者スポーツの祭典で、毎年６，０００人を

超える選手が参加している。また、一部の競技においては、その年の秋に開催する全国

障害者スポーツ大会の派遣選手選考会を兼ねている。 

 
２ 開催目的 

（１） 障害のある人の体力の維持増進及び社会への参加・相互交流の促進 

（２） 障害のある人に対する都民の理解の増進 

（３） 障害のある人の自立促進とスポーツ振興への寄与 

 
３ 主催者 

  東京都、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 
 
４ 大会の歴史 

昭和２６年 第１回東京都身体障害者スポーツ大会開催 
昭和５９年 第１回東京都知的障害者スポーツ大会（東京ゆうあいピック）開催 
→ 平成１２年 上記２大会を統合して第１回東京都障害者スポーツ大会開催 

 
５ 実施競技 

個人 
競技 

（９） 

陸上競技 
（身体・知的・精神） 

 
団体 
競技 
（７） 

バスケットボール 
（知的） 

水泳 
（身体・知的） 

車いすバスケットボール 
（身体） 

アーチェリー 
（身体） 

ソフトボール 
（知的） 

卓球 
（身体・知的・精神） 

グランドソフトボール 
（身体） 

サウンドテーブルテニス 
（身体） 

バレーボール 
（身体・知的・精神） 

フライングディスク 
（身体・知的・精神） 

サッカー 
（知的） 

ボウリング 
（知的） 

フットベースボール 
（知的） 

ボッチャ 
（身体） 

 
 

スポーツの集い 
（知的） 

 
 

※（身体）は「身体障害者の出場する競技」、（知的）は「知的障害者の出場する競技」、 

（精神）は「精神障害者の出場する競技」を示している。 

【参考】 


